
　「通訳さんはネイティブですか？」と質問を受けることがあります。ある言語を母国語として話す人、という意味で
言うなら、“日本語ネイティブ”も含まれるわけですが、それはさておき、東和通訳センターにはたくさんの外国語
ネイティブスピーカーがいます。
　通訳は、異なる言語の間の橋渡しですから、通訳者が か国語以上話せるのは当然ですよね。“以上”と書いたのは、
時にスペイン語とポルトガル語を「両方話せます」という患者さんや、「フィリピンの方なのでタガログ語を」と依頼された
際に通訳者が別対応していると「では、英語で」と切り替えてくださる例が少なからずあるからです。ただ、私たちが
行うのは医療通訳であるため、やはり通訳者の専門言語は基本的に つとなります。
　「ネイティブ」つまり母国語とする、というわけで、言葉だけでなく文化や伝統を含めた通訳を行うことができます。
例えばお医者さんが「お風呂はダメですよ」とおっしゃった時、湯船につかる習慣のある日本人と、その習慣のない外国
の方なら理解が異なる場合があります。通訳者は「先生、シャワーもダメですか？」のように少し介入して確認を取ると
いうわけです。
　日本語ネイティブではない通訳者は、当然ながら日本の医療用語とも奮闘しています。そんな中でのこぼれ話、また
あらためてお伝えしたいと思います。
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